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はじめに
　2016年度大学事業計画にある、「社会福祉学科

の高度化のための方向性を確かなものにするため

に、福祉ニーズの多様化・高度化に対応した教育

プログラムを充実し、福祉教育の『総合商社』化

を図る」とした重点課題に対して、本学社会福祉

学科における学生の児童分野での知識や技術の取

得の指針を探るため、韓国の保育現場にて生態幼

児教育の実態を視察してきた。韓国では近年、釜

山大学を中心に生態幼児教育のプログラム研究が

行われており、一部の保育現場では実際に実施さ

れている。今回は、生態幼児教育のプログラムを

取り入れている保育現場を視察し、その実態につ

いて学んできたことから、本学の社会福祉学科に

おける児童分野での課題について考察していきた

い。

社会福祉学科の課題
　社会福祉学科では、社会福祉士および精神保健

福祉士の資格が取得でき、卒業後は、医療分野、

高齢者分野、障害者分野、児童分野、精神保健福

祉分野などに、社会福祉の専門職として就職して

いる。現在、社会福祉学科では、社会福祉コー

ス、精神保健福祉コース、医療福祉コースが設け

られており、学生は関心のある分野についての知

識や技術を、それぞれのコースにおいて習得でき

るようになっている。

　このように、各コース別に専門の知識や技術を

蓄積することができる体制になってはいるが、児

童分野に関しては社会福祉関連科目内の社会福祉

Ⅱモジュールにある、児童福祉論（１年次後期開

講）でしか、子どもに関連する学びの機会が設け

られていない。だが、本学社会福祉学科において

は、児童分野に関心を示している学生は決して少

なくない。2016年度の社会福祉実習指導Ⅰにおけ

る実習先希望調査では、27人の実習を希望する学

生のうち、児童関連部分へは第３希望までを含め

ると、16人の学生が希望している。そうした現状

があるなか、学生が児童福祉論以外で子どもに関

する知識や技術および関わり方の方法を身につけ

るためには、コミュニティサービスラーニング

で、子どもに関連があるプログラムを受講する以

外には特に設けられてない。しかも、本学のコ

ミュニティサービスラーニングは、希望したプロ

グラムを確実に受講できるシステムにはなっては

いない。そのため、児童分野に関心がある学生

は、自分達で関連があるボランティアに行く以

外、子どもと触れ合う機会がないのが実情である。

　このような実状があるなか、2016年度に児童分

野に実習に行った学生の感想のなかには、「はじ

めて、子どもと触れ合った」、「最初は、どう遊ん

だらいいかわからなかった」、「子どもと信頼関係

を構築するのは難しかった」、「子どもとの面接は

生活場面面接で、日常生活の全てが面接になり、

子どもとの信頼関係が築けないと色々と話しても

らえないから、信頼関係の構築がとても重要だっ

たが、遊びを通して信頼関係を構築することはと

ても難しく、最初の頃は子どもと遊べなくて苦労

した」などの意見が聞かれた。

　また、実習指導者の方からも学生に対して、

「学生が、子どもと関われていない」、「信頼関係

が構築できていない」、「一人一人に合わせた関わ

りをするように心がけて欲しい」「子どもの発達

に応じた、レクリエーションを企画し、実施して

欲しい」、などの指導や意見をいただいている。
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　このような状況があるなかで、大学側も児童分

野への関心がある学生に対して、子どもに関する

知識や技術および関わり方などを、少しでも習得

する機会を設けられるようにしていく必要があ

る。そのため今回は、子どもと触れ合い信頼関係

を構築するためには、『関わり方のスキルとし

て、どのような知識や技術を習得しておくことが

必要なのか』、『どのようなことを意識したうえ

で、遊びを展開させていくことが求められるの

か』などを探るために、韓国の生態幼児教育のプ

ログラムを取り入れている保育現場を視察してき

た。そして、視察をとおして窺えてきたことを踏

まえ、社会福祉学科における今後の取り組みの方

向性について考察していければと考えている。

視察期間と視察園
◦８月16日　10：00～13：00

　公立チョンガ保育所　ベイ・オンジン施設長

◦８月17日　10：00～13：00

　 金井村の自然学校　ドンウォン科学技術大学校

幼児教育科ハ・ジョンヨン教授

◦10月７日　15：00～16：30

　マリナ幼稚園　リ・ハジョン先生

　 （案内：経商大学校社会福祉学科バク・ソチュ

ン教授）

韓国の幼児教育課程と現状
　韓国の幼児教育は、韓国幼児教育界を指導して

きた梨花女子大学と、中央大学の幼児教育科が中

心になり進められてきたようである。

　林は、韓国の幼児教育の動向について「韓国の

近代幼児教育は朝鮮時代末に日本人が設立した幼

稚園とその後のアメリカ人宣教師たちが設立した

幼稚園から始まり、日帝36年を経て、1945年光復

後は米国の強い影響を受けながら今日に至ってい

ます。したがって、韓国の現代幼児教育は、形式

的・制度的には日本の影響を受けて幼稚園と保育

所の幼保二元化体制を保持しつつ、内容的・方法

的な側面では米国の影響を受けて米国式の幼児教

育を実践しているということができます。すなわ

ち、今日の韓国幼児教育の実体は、制度は日本製

で、内容は米国製、子どもは国産ということにな

るでしょう。韓国の現代幼児教育の歴史は、梨花

女子大学と中央大学の幼児教育科が主導的な役割

を果たしながら、①施設や機関中心の幼児教育、

②幼稚園中心の幼児教育、③教育中心の幼児教

育、④幼児教育専攻者中心の幼児教育、⑤西洋式

中心の幼児教育、という流れの中に位置づけられ

るのであり、それは、親・家庭の育児機能と施設・

機関の幼児教育の間の不調和、幼稚園と保育施設

の葛藤、幼児教育と保育の葛藤、幼児教育の専攻

者と非専攻者との葛藤および韓国式の幼児教育と

西洋式幼児教育の葛藤の歴史を生み出すことにな

りました。」（林2008：51）と述べている。

　近年韓国の幼児教育は、2013年から幼保統合化

のなかでヌリ課程が導入され、保育園と幼稚園に

通う満３歳から５歳までの全ての幼児が、均等な

質の高い一貫した教育を受けることが出来るシス

テムになっている。しかも補助金の関係から、保

育園や幼稚園は定期的な審査を受けるシステムに

なっており、認可を受けた保育園や幼稚園では必

ずヌリ課程に沿った幼児教育が展開されているか

の確認もされているとのことだった。

※ ヌリ課程ではコーナー遊びを推進しており、上

の写真は各教室に設けられたごっこ遊び用の

コーナーである。

　（撮影場所：マリナ幼稚園）
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※ ヌリ課程のプログラムにより、週の学ぶべきこ

とが写真にして各教室に貼られていた。上の写

真は、訪問した時の週の写真である。この週

は、韓国の伝統的な挨拶についての写真が貼ら

れていた。

　（撮影場所：マリナ幼稚園）

生態幼児教育
　今回は、生態幼児教育プログラムの運営と実践

をおこなっている、ドンウォン科学技術大学校幼

児教育科ハ・ジョンヨン教授の金井村の自然学校

（無認可園）。元ハ・ジョンヨン教授と一緒に、釜

山大学の保育園で生態幼児教育プログラムにて保

育をおこなっていた、ベイ・オンジン施設長の公

立チョンガ保育所。釜山大学で生態幼児教育の研

究をおこなっている、リ・ハジョン先生のマリナ

幼稚園を視察してきた。

　この３つの園のうち、公立チョンガ保育所とマ

リナ幼稚園は、韓国の幼児教育プログラムである

ヌリ課程に沿った保育が展開されていた。とくに

公立チョンガ保育所では、生態幼児教育のプログ

ラムがかなり取り入れられているなかで保育が展

開されていた。ハ・ジョンヨン教授の金井村の自

然学校は、韓国の幼児教育プログラムであるヌリ

課程ではなく、生態幼児教育のプログラムにより

保育が展開されていた。（補助金は受けていない）

　今回、視察してきた生態幼児教育について、事

前に関連する論文を国立情報学研究所のCiNii 
Articlesで検索してみると、林の論文のみ検出さ

れた。

　林は、生態幼児教育について「生態幼児教育は

21世紀の生命危機時代に直面して、産業文明の最

大被害者である幼い子ども達の病んだ体と心と魂

を生かし、ひいては成長と開発、資本と競争の論

理が支配する既存の幼児教育現実を改善しようと

する新しいパラダイムの幼児教育です。それは韓

国人の５千年の生の知恵に土台を置いた自生的韓

国幼児教育であり、自然の順理に土台を置いた普

遍的な幼児教育ということができます。また、生

態幼児教育は産業化・都会化によって、自然と遊

びと子どもらしさを忘れてしまったまま室内に閉

じこめられ、『鶏場の鶏』のように育てられてい

る子ども達に自然と遊びと子どもらしさを取り戻

させて『地鶏』のように育てようとする新しい幼

児教育―自然親和的幼児教育―でもあります。

　生態幼児教育では生命中心幼児教育、共同体中

心幼児教育および身・心の魂の幼児教育を基本理

念とし、さらに『幼児教育の地域化・民族化』を

志向しています。韓民族の固有思想である三神思

想、弘益人間思想、風流思想、民族宗教思想はも

ちろん儒教・仏教・道教の東洋思想、西洋の基督

教の生命思想、生態生命思想、新科学思想などに

土台を置いて、子どもの教育を考えようとしてい

ます。要するに、生態幼児教育は、生命論的な世

界観に基づいた幼児教育として、産業社会の子ど

も達に自然と遊びと子どもらしさを取り戻させ、

理性と感性と霊性の調和のある教育、身と心と魂

を大切にする教育を通じて子どもが幸せに暮らす

ことのできる世の中を作りだそうとするもので

す」（林2008：54）と論じていた。

ハ・ジョンヨン教授による生態幼児教育の講話
　ハ・ジョンヨン教授から、生態幼児教育につい

て直接講話を頂くこともできた。「近年では、韓

国政府が『幼児教育においては、遊びを中心にす

るように』という方針を掲げている。しかし、園

長先生達の世代が『勉強は早期からさせるべき』

という考えを持っており、保育園や幼稚園での子

ども達の活動が、遊び中心にはなっていない現状

がある。また、親も『早期に勉強をさせなけれ

ば、良い大学に入れないし、良い仕事に就けな

い』という考え方を持っている。その他にも、歴
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※ 上の写真と左下の写真は、金井村の自然学校

の園庭の様子である。子どもたちが外で遊ぶ

ため、外に子ども用のタオル置き場や、工作

場などが設けられていた。

　（撮影場所：金井村の自然学校）

※ 右上の写真は、海を見ながら、海に関連した絵本

を見ている様子。

※ 右下の写真は、お散歩で近くの海にいき、保育者

と海の観察をしている様子。

　（撮影場所：公立チョンガ保育所近くの海岸）

史的な儒教の影響もある。このような背景がある

なかで、韓国の保育現場では幼児期から勉強をさ

せる保育をしている」と教えてくださった。
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　「生態幼児教育は、1995年から自然教育（もし

くは、生命教育）としてスタートした。そして、

2000年からは韓国の乳幼児プログラムのなかに、

モンテッソーリやレッジョ・エミリアなどと同じ

ように、生態幼児教育が含まれるようになった。

私たちはそのことにより、生態幼児教育が乳幼児

プログラムにおける地位を獲得したとみている。

　それまでの韓国の保育は、欧米のプログラムに

より保育が展開されていた。しかし、韓国には

5000年の歴史がある。その歴史のなかには、育児

や子育てについての知識や経験および技術などが

含まれており、必ずそのなかには、韓国独自の哲

学や方法があるはずという思いから、調査研究が

スタートした学問である。だが生態幼児教育は、

日本の倉橋惣三の影響も受けている。韓国の哲学

からスタートしているが、必ず毎年、日本の自然

のなかで保育をしている、保育園や幼稚園を視察

しに行っている。韓国の保育の哲学を追及してい

くと、日本の自然を取り入れた保育と重なってき

た。生態幼児教育は、東学（韓国を指す。すべて

のものを尊重する。）、仏教、その他の宗教が母体

になっている。それらを体系化したのが、生態幼

児教育である。

　生態幼児教育は生命が中心で、自然についてや

命について教育をしている。そして、生活中心の

教育でもある。子ども達にとっては、地域が遊び

場で学校である。そのため、地域住民や地域の自

然と触れ合うことも大切にしている。遊びをとお

して、子ども達が様々な経験をし、自分で考えて

行動することが出来るような感性を身につけられ

る保育を展開していく必要がある。子どもの好奇

心を引き延ばすことは、その後の子どもの人生に

おける探究心にも繋がっていく」などと、ハ・

ジョンヨン教授は話してくださった。

一応のくくりとして
　今回視察させて頂いた、公立チョンガ保育所や

マリナ幼稚園では、国が指定しているヌリ課程に

沿った保育が展開されていた。しかし、ヌリ課程

に沿った保育をおこないながらも、子どもたちの

遊びや探究心を引き延ばすことを意識した保育が

展開されていた。

　今回の視察を通して３つの保育現場では、生態

幼児教育のプログラムを意識し取り入れるなか

で、受験戦争のイメージが強い韓国であるが、幼

児期には勉強ではなく遊びを中心にして日々の保

育を展開していた。保育プログラムのなかでは、

地域に目を向け自然に触れ合いながら、子どもの

遊びや探究心を引き延ばすことで、子どもたちが

生命にも目をむけることができるように配慮され

て保育が展開されていた。

　本学においては、子どもに関する講義やプログ

ラムは決して多くはない。しかし、既存の講義や

ボランティアなどを通して、子どもとの遊びに関

わる機会を学生が持てるようにしていくことが必

要である。そのためには、教員による子どもの遊

びや特性についての指導はもちろん、子どもが自

然に目を向けることができるような、支援者（学

生）の関わりについての指導もしていく必要があ

る。また、子どもが地域の一員であることを意識

し、長崎県や諫早市の伝統や文化を知る機会が持

てるように、支援者（学生）が関われるような指

導もしていく必要もある。

　そのような取り組みをおこなうことで、これま

での児童分野での実習で学生が述べていた、「は

じめて、子どもと触れ合った」、「最初は、どう遊

んだらいいかわからなかった」、「子どもと信頼関

係を構築するのは難しい」といったことは軽減さ

れてくると思われる。また、児童分野の実習先か

ら「学生が、子どもと関われない」、「信頼関係が

構築できていない」、「一人一人に合わせた関わり

をするように、心がけて欲しい」、「子どもの発達

に応じた、レクリエーションを企画し、実施して

欲しい」といった意見に対しても、学生自身で対

応する力を身につけられるようになるのではない

かと推測している。

　本学、児童分野における課題は決して少なくは

ない。しかし、今回の視察で学んだことを学生の

教育へと繋げていくことで、これらの課題を少し

でも軽減できれば幸いである。
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保育・児童福祉分野実習における学生の学びに関する一考察

訳をしていただきました。多くの方々のおかげに

より、今回の視察ができましたことを深く感謝申

し上げます。ありがとうございました。
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